
令和元年度  第 3回滋賀地方最低賃金審議会 

審 議 次 第 
 
 
 

日 時 令和元年8月7日（水） 

午前11時 00分～ 

場 所 滋賀労働局 共用会議室 
 
 
１ 開   会 
 
 
２ 議   題 
 
⑴ 滋賀県最低賃金専門部会報告について 

 
⑵ 滋賀県最低賃金の改正決定について（答申） 

 
⑶ 特定（産業別）最低賃金の改正決定等の必要性の有無について（諮問） 

 
⑷ その他 

 
 
３ 閉   会 
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令和元年 8 月 7 日 
 

滋賀地方最低賃金審議会 

会長 中  睦  殿 

 

滋賀地方最低賃金審議会 

滋賀県最低賃金専門部会 

部会長 中  陸 

 

滋賀県最低賃金の改正決定に関する報告書 

 

 当専門部会は、令和元年 7 月 8 日、滋賀地方最低賃金審議会において付託さ

れた滋賀県最低賃金の改正決定について、慎重に調査審議を重ねた結果、別紙 1

のとおりの結論に達したので報告する。 

 また、別紙 2のとおり平成 20 年 8 月 6 日付け中央最低賃金審議会の「平成 20

年度地域別最低賃金額改定の目安について（答申）」の考え方に基づき最新のデ

ータにより比較したところ、平成 29 年 10 月 5 日発効の滋賀県最低賃金（時間

額 813 円）は平成 29 年度の滋賀県の生活保護水準を下回っていなかったことを

申し添える。 

 おって、本件の審議に当たった専門部会の委員は下記のとおりである。 

 

記 

 

公益代表委員    労働者代表委員    使用者代表委員 

佐野 洋史      池内 正博      石井  太 

中   睦      大江 彰宏      石田 秀幸 

平井 建志      中村 猛利      西田 保夫 
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滋 賀 県 最 低 賃 金 

 
 
１ 適用する地域 
   滋賀県の区域 
 
２ 適用する使用者 
   前号の地域内で事業を営む使用者 
 
３ 適用する労働者 
   前号の使用者に使用される労働者 
 
４ 前号の労働者に係る最低賃金額 
   １時間 866 円 

 
５ この最低賃金において賃金に算入しないもの 
   精皆勤手当、通勤手当及び家族手当 
 
６ 効力発生の日 
   法定どおり 
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滋賀県最低賃金と生活保護との比較について 
 
 
１ 地域別最低賃金 

 （１）件   名  滋賀県最低賃金 

 （２）最低賃金額  時間額 813 円 

 （３）発 効 日  平成 29 年 10 月 5 日 

 

２ 生活保護水準 

 （１）比較対象者 

     12～19 歳・単身世帯者 

 （２）対象年度 

     平成 29 年度 

 （３）生活保護水準（平成 29 年度） 

     生活扶助基準（第１類費＋第２類費＋期末一時扶助費）の滋賀県内

人口加重平均に住宅扶助の実績値を加えた金額（96,064 円）。 

 

３ 生活保護に係る施策との整合性について 

   上記１の（２）に掲げる金額の１箇月換算額（註）と上記２の（３）に

掲げる金額とを比較すると滋賀県最低賃金が下回っているとは認められな

かった。 

 （註）１箇月換算額 

    813 円（滋賀県最低賃金）×173.8（１箇月平均法定労働時間数） 

      ×0.823（可処分所得の総所得に対する比率※）＝116,289 円 

    ※ 時間額813円で月173.8時間働いた場合の平成29年度の税・社会保険料を考慮

した可処分所得の総所得に対する比率。 
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特
定
(
産
業
別
)
最
低
賃
金
改
正
の

申
出
書
提
出
者
名

 
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
滋
賀
県
支
部

労
働
協
約

 
　
支
部
長
　
　
池
内
　
正
博

ケ
ー
ス

 
滋
賀
県
窯
業
土
石
関
係
単
産
最
低
賃
金
連
絡
会

公
正
競
争

 
　
会
長
　
　
津
田
　
真
志

ケ
ー
ス

 
滋
賀
県
機
械
金
属
最
低
賃
金
会
議
　
代
表
　

田
　
守

公
正
競
争

 
Ｊ
Ａ
Ｍ
京
滋
　
副
書
記
長
　
　
庄
野
　
英
夫

ケ
ー
ス

 
滋
賀
県
機
械
金
属
関
係
労
組
最
低
賃
金
連
絡
会

労
働
協
約

 
　
電
気
機
械
部
　
会
長
　
　
大
江
　
彰
宏

ケ
ー
ス

 
滋
賀
県
機
械
金
属
最
低
賃
金
会
議
　
自
動
車
部
会

公
正
競
争

 
　
部
会
長
　
　
橋
本
　
啓

ケ
ー
ス

 
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
滋
賀
県
支
部

労
働
協
約

 
　
支
部
長
　
　
池
内
　
正
博

ケ
ー
ス

 
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
滋
賀
県
支
部

公
正
競
争

 
　
支
部
長
　
　
池
内
　
正
博

ケ
ー
ス

※
1
【
正
式
名
称
】

①
　
滋
賀
県
紡
績
業
，
化
学
繊
維
製
造
業
、
そ
の
他
の
織
物
業
、
染
色
整
理
業
、
繊
維
粗
製
品
製
造
業
、
そ
の
他
の
繊
維
製
品
製
造
業
最
低
賃
金

　
　

②
　
滋
賀
県
ガ
ラ
ス
・
同
製
品
、
セ
メ
ン
ト
・
同
製
品
、
衛
生
陶
器
、
炭
素
・
黒
鉛
製
品
、
炭
素
繊
維
製
造
業
最
低
賃
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　③
　
滋
賀
県
は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用
機
械
器
具
、
業
務
用
機
械
器
具
製
造
業
最
低
賃
金

　
　
　

④
　
滋
賀
県
計
量
器
・
測
定
器
・
分
析
機
器
・
試
験
機
、
光
学
機
械
器
具
・
レ
ン
ズ
、
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、

　
　
情
報
通
信
機
械
器
具
製
造
業
最
低
賃
金

⑤
　
滋
賀
県
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
最
低
賃
金

⑥
　
滋
賀
県
各
種
商
品
小
売
業
最
低
賃
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　⑦
　
滋
賀
県
百
貨
店
，
総
合
ス
ー
パ
ー
最
低
賃
金

※
2
　
適
用
労
働
者
数
は
、
平
成
2
8
年
事
業
所
セ
ン
サ
ス
を
基
に
平
成
3
0
年
度
最
低
賃
金
に
関
す
る
基
礎
調
査
に
よ
り
算
出

※
3
　
滋
賀
県
最
低
賃
金
額
適
用

 
「
各
種
商
品
小
売
業
」

 
「
百
貨
店
，
総
合
ス
ー
パ
ー
」

 
「
新
繊
維
工
業
」

 
「
窯
業
・
土
石
製
品
製
造
業
」

 
「
一
般
機
械
器
具
製
造
業
」

 
「
精
密
機
械
器
具
・
電
気
機
械
器
具
製
造
業
」

 
「
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
」

令
和
元
年
度

　
特
定
(
産
業
別
)
最
低
賃
金
改
正
等
の
申
出
状
況

申
出

区
分

申
出
書

提
出
日

適
用
労
働
者
数

※
2

申
出

種
別

現
行
最
低
賃
金

時
間
額

特
定
(
産
業
別
)
最
低
賃
金

件
　
　
　
名
 
※
1

8
3
9
円
 

改
正

②
7
月
1
7
日

4
,
5
1
4
人
 

9
0
5
円
 

改
正

①
7
月
1
7
日

2
,
1
4
0
人
 

9
1
0
円
 

改
正

④
7
月
1
7
日

2
6
,
1
1
9
人
 

8
9
4
円
 

改
正

③
7
月
1
7
日

2
1
,
1
5
0
人
 

9
1
4
円
 

改
正

⑥
7
月
1
7
日

5
,
0
3
8
人
 

8
4
0
円
 

改
正

⑤
7
月
1
7
日

9
,
1
8
6
人
 

決
定

⑦
7
月
1
7
日

4
,
9
1
1
人
 

※
3
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